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緑釉円塔

愛知県稲沢市に所在する下津
北山遺跡において、半球形の塔
身に円盤状の鍔がついた土製
品、いわゆる「（土製）円塔」
が１点出土した。かつて石田茂
作氏が「寶塔型の傘及相輪の部
の缺損したもの」と想定された
もので、西田直二郎氏は大治３
年（1128年）白河法皇が法勝寺
において供養に用いた183,678基
の「圓塔」に比定されている。
しかし、その具体的な使用方法
を知る手がかりはほとんどな
い。
下津北山遺跡で出土した資料

は、径6.1cm、高さ2.4cm、鍔の
厚さ0.5cm、塔身部の幅4.2cmを
測り、やや小型の部類に属す
る。鍔の約三分の一の部分が失
われているが、故意によるもの
であるかどうかは判断できな
い。底面を除く全面には濃緑色
の鉛釉が施され、表面には型づ
くり成形をうかがわせるシワ状
の線があり、鍔の部分には数個
の気泡？が認められる。素地は
砂粒をほとんど含まない精良な
土で、色調は淡黄色を呈する。
墨書はみられない。釉調や素地
などから京都産とみられる。
現在のところ円塔の出土地は

六勝寺をはじめとする京都の白
河地区に集中しており、他に鳥
羽離宮跡などでも出土してい
る。ただ、京都府内での具体的
な出土数は把握しきれていない
とのことである。その一方で畿
外においては、これまで管見に
触れたところでは、愛知県稲沢
市の尾張国府跡での８点の出土
が確認されているほかは、出土
状態が明らかでないものの、岩
手県岩手郡岩手町黄金堂遺跡で
出土したとされる無釉のもの
（200個以上）を確認できるのみ
であり、下津北山遺跡例はそれ

に次ぐ出土となる。下津北山遺
跡は尾張国府跡から東へと約２
k mしか隔たっていないが、下津
北山遺跡例が尾張国府跡出土例
と比較してやや小振りである
点、塔身がそれほど高くないと
いう形態上の差異、加えて釉調
も異なることから、これらを結
びつけて考えることには躊躇を
覚える。また、なぜ尾張におい
て稀に出土するのかは今のとこ
ろ明らかにできないが、白河の
地が京の東の玄関口にあたるこ
ととも何か関係するのであろう
か。今後改めて、資料の確認調
査に努めることとしたい。

下津北山遺跡では屋敷？を方
形に囲む溝から緑釉円塔が出土
しており、共伴する灰釉系陶器
には1 2 世紀後半の年代が与えら
れる。そのなかには「僧」と墨
書されたものも数点認められて
おり、他に仏教的色彩の濃い遺
物も多く出土している。これら
から、具体的な場面を想定する
のは困難であるものの、屋敷に
おいて執り行われた何らかの仏
教的行事に際して緑釉円塔が使
用されたあと、溝に廃棄された
ものとも考えられる。
いずれにせよ、この遺物が遺

構および遺跡の特殊性を反映し
ていることは疑いあるまい。
種々の方面からのご教示をお願
いする次第である。

参考文献
石田茂作 「土塔について」
                   『考古学雑誌』第17巻第6号、
　　　　　1927年
西田直二郎「法勝寺趾」
　　　　　 『京都府史蹟勝地調査報告』
　　　　　   第6冊、1925年
稲沢市教育委員会
　　　　　『尾張国府跡発掘調査報告書
　　　　　　(Ⅲ)～(Ⅶ)』、
　　　　　『新修　稲沢市史　資料編六
　　　　　　考古』、1984年

（埋文セ　早野浩二）

no.6




